
単位水量測定実施フロー図

　対象工事を抽出

　構造物で分類

　測定頻度を設定

　　　　重要構造物
函渠工（樋門・樋管含む） 　　コンクリートダム

躯体工（橋台） 　　砂防ダム・治山ダム

ＲＣ躯体工（橋脚） 　　堰本体工・頭首工本体工

橋脚フーチング工 　　排水機場本体工

ＲＣ擁壁 　　水門工

トンネル 　　共同溝本体工

【ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨｰ】
ｹｰｽ① 側溝（19m3） ＋ ＲＣ擁壁（48m3） + 重力式擁壁（18m3） ＝ 85m3 の場合
側　 　溝  18-8-25 ： YES→NO ⇒　20m3未満　　　　　　 →　1回又は品質証明書等
ＲＣ擁壁  21-8-25 ： YES→YES→NO ⇒　50m3毎に1回実施　→　1回　実施

重力式擁壁  18-8-40 ： YES→NO ⇒　20m3未満　            →　1回又は品質証明書等

ｹｰｽ② 橋台（120m3） ＋ 根固め工（160m3） ＝ 280m3 の場合
橋　　　台  18-8-40 ： YES→YES→NO ⇒　  50m3毎に1回実施　→　3回　実施
根固め工  18-8-40 ： YES→NO ⇒　150m3毎に1回実施　→　2回　実施

ｹｰｽ③
側　 　溝  21-8-25 ： YES→NO　 ⇒　20m3未満　→　1回又は品質証明書等　→　1回　実施
管     渠  21-8-25 ： YES→NO ⇒　20m3未満　→　1回又は品質証明書等

その他①②  18-8-40 ： YES→NO ⇒　20m3未満　→　1回又は品質証明書等

ｹｰｽ④ コンクリートダム（1,000m3）　400m3/日打設×３日の場合
ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ  18-5-40 ： YES→YES→YES ⇒　2回/日、または150m3毎に1回実施　→　7回実施

側溝（19m3） ＋ 管渠（7m3） ＋ その他①（18m3） ＋ その他②（16m3） ＝ 60m3 の場合

各構造物１５０ｍ３毎に

１回の割合で実施
（構造物毎の使用量が20m3未満の場合は
品質証明書等のみとすることができる。）

各重要構造物

５０ｍ３毎に1回の
割合で実施する。

重要構造物か

コンクリートの総使用量が

５０ｍ３以上か
（均しｺﾝｸﾘｰﾄ除く）

測定不要
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主要構造物（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾞﾘｭｰﾑ最大）で1回以上実施

日当り打設量が
１００ｍ３以上か

2回/日（午前，午後）、
または１００～１５０ｍ３ごとに1回
のうち頻度の多い方で実施する。
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※断面形状により 複数の測定が
必要な場合がある。
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